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校長 岩元 秀光

輝かしい新年の幕開けとともに、１月８日、１５日間
の冬休みが終わり、３学期がスタートしました。全員大
きな事故や怪我が無く、元気に登校してくれたことに職
員一同、喜びと安心でいっぱいでした。冬休みを元気に
過ごし、冬休みにしかできない貴重な経験や人・地域と
のふれあいを肌で感じた姿・目が充実した冬休みだった
ことを物語っていました。御協力くださいました保護者
の皆様に感謝いたします。
さて、教育学者の森信三先生は、こんな言葉を残されています。『天からの封書

を開けよ！』、「人は誰でも天からの封書を預かって生まれてくる。封書を開ける
と、そこにはその人の使命が書かれている。しかし、その封書を開かずに人生を終
えてしまう人のなんと多いことよ。」森先生は、人は生まれるときに、それぞれが
自分の使命を持って生まれてきており、死ぬまでに果たすべき役割が与えられてい
る。それを『封書を持って生まれてくる！』と表現されたのだと思います。
同じようなことを、坂本龍馬も言っています。『人がこの世に生を得るは、事を

成すにあり。』、これは「人間は誰でもこの世で何かを成し遂げるために生まれて
くるのだ。」ということです。続けて、龍馬はこうも言っています。「何の志も無
きところに、ぐずぐずして日を送るは、実に大馬鹿者なり。」と…。自分は何のた
めに生まれてきて、どんな人生を送るべきなのか考えさせられます。でも、どうす
れば、自分に与えられた封書を開いて、自分が果たすべき使命に気づくことができ
るのでしょうか。
吉田松陰は、「『目の前のことに全力を尽くす』それ以外に自分の使命に気づく

方法はない」と言っています。つまり、天からの封書を開けて、自分の使命を理解
するには、今やるべきことを精一杯するしか方法はないというのです。子供たちの
毎日の生活では学習や運動、遊び、手伝い等々、やるべきことがたくさんあります。
「どうしてこんなことをしなくちゃいけないの。」と愚痴をこぼしたくなることも
あるでしょう。でも、今やるべきことに誠実に向き合って努力するからこそ、本物
の自分を探し出すことができるのかもしれません。天からの封書を開けて、自分の
使命を理解することは、本物の自分の生き方に気づくということです。それぞれの
発達段階に応じた、その子の生き方を、保護者や周りの大人が示していくことが大
切だと思います。
最後になりましたが、本年も保護者の皆様、高来・陽成地区コミュニティ協議会

をはじめ地域の皆様には、本校の教育活動への御理解・御協力を賜りますようどう
ぞよろしくお願い申し上げます。

〈１／８ ３学期始業式〉 〈１／１５ 児童集会〉
始業式では、２年生の橋口斗真さん １／１４～２０は、給食週間でし

６年生の西野心結さん た。給食委員会が、鹿児島の食材や
が冬休みの思い出や３ 食べ物に関するクイズ
学期の目標等を力強く を出して、みんな楽し
発表し、新たな気持ち く答えていました。郷
で新学期をスタートし 土の食に関する興味も
ました。 高まりました。

『天からの封書を開けよ！』

～ 今、やるべきことに誠実に向き合うことが、本物の自分を探し出す ～




